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３ 要旨

近年、「ラ・フランス」の収穫適期は従来の判断基準（表１）とズレが生じていることから、新たな指標作成のために、

収穫時期の違いが収穫直後の果実品質および追熟後の果実におよぼす影響等を検討した。

この結果、品質が良好であ果肉褐変障害の見られない収穫適期は、満開後160日頃であると考えられた。収穫直

後の果実品質はデンプン指数が3.5程度、地色指数が３程度、硬度は11.0～12.0程度で、追熟日数は15℃で15日間

程度が良いと考えられた（表６）。

(1)満開後160日の収穫直後の果実品質では、デンプン指数は3.0以上と判断基準から外れていた。硬度は満開後160

日に11.0 lbs.程度と収穫適期に入っており、その後、徐々に低下し満開後165日には11 lbsよりも下回っていた（表

２）。

(2)追熟後果実の食味評価では、満開後160日に収穫した果実の肉質と食味の評価が高かった（表３～表５）。20日間

追熟のものは、15日間追熟と比べてジューシーさがやや失われているように思われた。

果肉褐変障害の調査において、15日間追熟では満開後170日以降に収穫した果実に障害の発生が見られた

が、20日間追熟では満開後165日以降に収穫した果実に発生が見られた。
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表３　追熟後の果実調査結果　　　　　　　　　　（2008年）

果肉褐変率 食味 肉質 果肉褐変率 食味 肉質

(満開後日数) （％） （％）

160 0.0 4.0 3.0 0.0 3.0 2.0

165 0.0 5.0 3.0 35.0 5.0 3.0

169 5.0 3.0 2.0 35.0 4.0 3.0

175 50.0 3.0 3.0 70.0  -  -

180 65.0  -  - 60.0  -  -

注）食味:１(不良)～５(良好)、肉質:１(不良)～５(良好)の それぞれ

５段階評価
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表４　追熟後の果実調査結果　　　　　　　　　（2009年）

果肉褐変率 食味 肉質 果肉褐変率 食味 肉質

(満開後日数) （％） （％）

161 0.0 4.2 4.0 0.0 4.2 4.0

165 0.0 3.5 3.2 13.3 3.7 3.5

170 0.0 3.7 3.3 40.0 3.3 3.3

177 26.7 2.8 2.8 66.7 － －

182 83.3 － － 90.0 － －

15日間追熟 20日間追熟
収穫日

表５　追熟後の果実調査結果　　　　　　　　　　（2010年）

食味 肉質 食味 肉質

(満開後日数)

151 0.0 3.7 3.7 0.0 2.8 2.8

156 0.0 4.0 4.0 3.3 3.5 3.5

160 0.0 4.2 4.2 33.3 3.3 2.8

165 0.0 3.5 3.5 63.3 2.0 2.0

170 16.7 3.7 3.7 63.3 2.2 2.2
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表２　「ラ・フランス」収穫直後の果実品質　
（２００８年） （２００９年） （２０１０年）

生育 硬度 地色 デンプン 生育 硬度 地色 デンプン 生育 硬度 地色 デンプン

日数 （lbs.） 指数 指数 日数 （lbs.） 指数 指数 日数 （lbs.） 指数 指数

160 10.8 3.3 3.5 161 11.2 2.8 3.2 151 12.9 3.1 4.8
165 10.7 3.6 3.1 165 10.7 3.1 3.0 156 12.4 3.0 4.0

169 10.1 3.5 2.7 170 10.2 2.8 2.2 160 11.5 3.1 3.7
175 8.3 4.0 1.6 177 9.6 3.4 1.7 165 10.7 3.2 3.2
180 7.6 4.1 1.1 182 7.7 3.7 1.1 170 10.9 3.4 2.6

表６　調査結果による収穫適期の判断基準（案）

生育日数 地色 硬度 デンプン

（日） 指数 （lbs.） 指数

160 3.0 11～12 3.5

表１　ラ・フランス収穫適期の判断基準

生育日数 地色 硬度 デンプン
（日） 指数 （lbs.） 指数

165～175 2.5～3.0 11～12 1.5～2.0


